
令和６年５月２７日 

                                                                               

令和６年度 第１回岡山県健康の森学園支援学校  学校運営協議会 議事録 
 

進行：上野副校長 

記録：杉山  

 

１ 校長挨拶 

今年度、全校生徒５８名、寄宿舎生５３名でスタートしたが、学校生活にも慣れ、落ち着いた生活ができている。

学校運営協議会も２年目を迎え、PTA 会長の名越委員が新しく加わり、引き続き委員をされるメンバーとよりよい

活動ができるようにしていきたい。今年度は基礎づくりをした１年目を土台に、さらに充実した活動を行っていきた

い。先日、岡山県で全国植樹祭が行われたが、健康の森の豊かな自然を大切にしながら、自然を生かした取り組

みを行っていきたい。 

 

２ 委員・学校職員紹介 

・自己紹介（長谷川委員、宮﨑委員、山本委員 ３名欠席） 

 

３ 本校学校運営協議会会長、副会長の承認  

・本部より会長に岡本委員、副会長に名越委員、定久校長を推薦の提案 → 委員より承認を得る。 

     

 会長挨拶 

・昨年度の活動として、ネイチャートレイルの整備が記憶に残っている。予算について意見等を会で話し合うこと

ができ、子供たちの教育環境を整備することができた。今年度も、忌憚のない意見を出していただき、活発な活

動をしていきたい。 

 

４ 校内見学（集合写真を撮影後、３グループに分かれて見学） 

  １グループ【岡本、定久、中川】          案内：鹿島、鈴井      

２グループ【赤木、小川、千種、名越、若林】  案内：上野、山﨑、安原 

３グループ【田中、守谷、山田】   案内：大倉、田野、杉山 

 

５ 議  事 

（１）学校経営に係る基本方針等について（校長） 

  ・児童、生徒の減少（今年度、中学部３年０名、高等部１年３名）に伴い、児童・生徒数の確保が課題である。 

・重点４つに強み、地域との連携、教職員の指導力向上を中心に魅力ある教育活動の実践を目指していく。 

昨年の意見、反省を受けて、今年度の取組を行っていく。 

・広大な自然を生かした多様な体験活動、地域人材を活用した教育活動、教職員の専門力向上、働き方改革

と同僚性のある職場、学校、学園の魅力発信を中心に健康の森学園のオンリーワンの教育を目指していく。 

・本年度、学園のマスコット『もりん』が登場した。今後、学校の PR 活動等に使っていきたい。 

 

（２）事務局からの報告（副校長）  

①地域連携室による学校教育活動について 

・昨年度、１９事例の活動を行った。その中で、寄宿舎での余暇活動『音楽鑑賞会』の様子を紹介した。 

 



②ネイチャートレイル改善の報告について 

・枯木の伐採、遊歩道の整備等の改善を森林組合が行い、２月末に整備が完了した。 

自然を生かした教育活動を安全に実施する環境が整った。 

 

（３）協議及び意見交換 

（田中委員）・昨年の運営協議会の中で宮﨑委員のご意見であがっていた「森の駅構想」を進めていければ、 

広大な敷地を生かした体験、宿泊施設、テナント募集などにより、人が集まる場所としての健康の

森が発展する。これから、健康の森利用促進委員会のメンバーとして、新見市長に伝えていく。ま

た、森づくり県民税などの税金を補助金として活用し、健康の森学園で作った農産物の販売、宿泊

施設の清掃などの障害者の雇用の促進にもつながる。 

・障害者の家族として、社会で孤立する、将来の不安などの心配があるが、その不安を払拭できる

ような雇用の場や、生活の場ができるとよい。 

（中川委員）・児童・生徒数の確保は早急な問題である。近隣の学校の特別支援学級の減少で、確保は難しく

なっている。新見市以外からの入学者を増やすには、寄宿舎の改修などハード面での整備も必要。 

・特別支援学級の担任は、若い世代の教員が多く、各教科等を合わせた指導、自立活動ができて

いない状況がある。専門性の向上のため支援学校の教職員と連携できるとよい。 

（定久校長）・施設の改修など、ハード面について県に要望を挙げている。また、児童、生徒数の確保のため、日

曜日の夕方に児童、生徒を寄宿舎へ送ってくる体制へ変更するなど、保護者の負担が減る環境づ

くりについても検討していきたい。 

（名越委員）・寄宿舎女子棟改修の要望をお願いしたい。寄宿舎で生活する子どもの保護者として、施設が古

く、暗い雰囲気のある場所で生活させることに躊躇してしまう。日常での生活が向上できるよう改修

していただきたい。 

（若林委員）・プールの改修について、早めに方向性を検討した方がよい。外部の方が使えるなど、使用の仕方

も含め、検討する必要がある。 

（定久校長）・水泳学習は、小学部、中学部が行っている。水での事故防止など安全面についての授業も必要

なことと考えるので、近隣の小学校、公共施設での使用をお願いするなども含め検討していきた

い。 

 

６ 諸連絡 

  （鈴井総括教務より） 

校内ルール（資料ｐ5）、いじめ防止基本方針並びに年間計画（ｐ６～）、学校運営協議会の設置等に関す

る規則（ｐ８～）、行事予定（ｐ11）を説明した。 

     

今後の学校運営協議会の予定 

・第 2 回学校運営協議会 令和 6 年 10 月 21 日（月）１０：００～ 

   ・第 3 回学校運営協議会 令和 7 年  2 月  ３日（月）１０：００～ 

 

７ 閉会挨拶（名越委員） 

  たくさんの保護者の思いがあり、一人の保護者として、子どもたちのために改善できることは行っていきたい。 

 今後とも、委員の皆様方にお力添えいただきながら取組を行っていきたい。 

 


